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近年，日本の大衆文化が，マス・メディアやインターネットを通じて世界中に配信され，

海外において高い人気を博している。中国では，映像作品が学習者の間で高い人気を呼ぶ

と同時に，教育リソースとしての効果も教育機関により期待されている。それは，映像作

品は日本の様子を多角的，具体的かつ総合的に示せると言う特徴（石田 2008）を持ってい

るからである。しかし，このメリットの反面，映像作品視聴にはステレオタイプ的見方を

拡大再生産し，日本語学習および異文化理解に支障をきたすというデメリットも潜んでい

る。学習者は,日本社会に対する理解不足や映像作品を批判的に読み解く能力の欠如により，

映像作品から情報を読み取る際にステレオタイプのような認知の仕方を取りがちである。

これを避けるためには，ステレオタイプに対する批判の目を養うメディア・リテラシー

（Media Literacy,以下 ML）の方法論を視野に入れ（牲川 2000），映像作品そのものを批判

的に読み解き活用する力が必要だと考えられる。 

そこで本研究では，映像作品を用いて，中国国内の日本語専攻の学習者を対象とし，ML

を取り入れた実践授業を実施した。本研究の目的は，実践授業の実施によって得たデータ

を分析し，以下の 2 点について明らかにすることである。 

【RQ1】ML を取り入れた実践授業において，学習者はどのような学びを得たのか。 

【RQ2】ML の育成を目指した授業において，教師はどのような役割を果たすべきか。 

実践の対象となった学習者は中国 A 大学に在籍する日本語専攻大学院生 11 名である。

ドラマ『半沢直樹（第 1 話）』とアニメ映画『千と千尋の神隠し』用いて，90 分の授業を 2

回ずつ，合計 4 回行い，主に以下の 2 種類の活動を実施した。 

1）感想交換活動 学習者は視聴後の感想について意見交換し，仲間との対話を通して，

内容理解の不足部分や間違った部分を補足・修正することを目指す。 

2）指定課題活動 稿者が用意した ML の基本概念を取り入れた「課題」について仲間と

話し合うことで，映像作品を多角的かつ批判的に読み解き，思考力・洞察力を深めること

を目指す。 

両活動のいずれも原則として日本語で行い，対話内容は学習者の許可を得てグループご

とに録音・文字化した。また，全ての実践授業が終了した後，実践後調査として，学習者

全員への質問紙調査と,うち 6 名を対象としたインタビュー調査を行った。 

学習者の学びと課題を分析するため，以下 2 つの方法でデータの分析を行った。まず，

実践授業中の対話を観察し，学習者による映像作品の分析を鈴木（2013 他）が挙げている

ML の 8 つの基本概念を念頭に解析し，そこで起きている学びと課題を考察した。次に，実

践後調査のデータを基に，本実践に対し，学習者はどのように評価したのか，また，教師

に何を求めているのかを探った。 

対話分析の結果，学習者は指定課題活動での仲間との対話を通して，制作側の意図を推

測したり，作品をめぐる現実と虚構について議論したり，作品に含まれた様々なものの見

方に自分なりの意味づけをしたりしながら, 映像作品を批判的に分析し，ML の学びを実現

していることが明らかになった。また，学習者には,「対等」な立場にいる仲間との自然な

対話プロセスの中で，相手からの指摘を受けることにより，より深い理解が促され，新た

な気づきが生まれ，協働的学びが得られた。さらに，映像作品の視聴によるインプット的

な言語学習や対話によるアウトプット的な言語学習も実現できた。一方，「誤用への介入」

「問いかけの仕方」「適切な対話参加」が授業の課題として浮かび上がった。 
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教師に求められることとして，ファシリテーターとしての技術を磨き，（1）学習者の興

味・関心への対応（2）問いかけづくり（3）適度な対話参加（4）理論・実践ともに重視す

る授業設計（5）教室内と教室外の連携といった課題に取り組むことが必要であることが示

された。 

本研究では，映像作品を用いた授業に ML を取り入れることによって，学習者が得られ

た学びや教師に求められることの一部を明らかにすることができた。しかし， ML の学び

に関しては，課題について対話することで，その向上が図れるのかどうかについて，まだ

不明な点が多く，さらなる分析が必要である。また，教師がメディアへの感受性と ML を保

つにはどうしたらよいかを検討することも必要である。 
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